
１　学　年　　第２学年　

２　単元名　　すきな　お話を　よもう　「スイミー」

３　単元について

　○　この教材は，楽しく空想的・幻想的で，しかもドラマチックな作品である。仲間と

　　外見が異なるスイミーが，大きな魚によって大切な仲間を失った後，また仲間を見つ

　　け，今度は協力して大きな魚を追い出し，楽しく海の生活を続けていくというお話で

　　ある。知恵と勇気を持って元気に生きていくスイミーは児童にとっての憧れであり，

　　かっこいいヒーローでもある。「お話の世界に遊べる子に。」ということを願って本

　　単元を指導したい。

　　　また，本作品は叙述が詩的で，体言止め・倒置法・比喩などが駆使されており，表現上の

　　特色を生かした学習活動を組み立てることができる。

　○　指導にあたっては，ことばを手がかりに，スイミーになりきって，大きな魚から逃げるス

　　リルを味わったり，独りぼっちになりながらも美しい海に感動したり，赤い魚たちと協力し

　　て大きな魚を追い出した喜びを味わったりして，表現上の特色を生かした学習を組み立てた

　　い。そのために，スイミーのペープサートや海の背景画などを準備するとともに，音読カー

　　ドの効果的な活用も考えたい。また，動作化も取り入れ，登場人物がそれぞれのよさを生か

　　し，持ち場を守っていることに気づかせたい。

　　　さらに，この学習から，ほかのさまざまなお話や絵本を読む活動につなげていきたい。教

　　室には，レオ・レオニの絵本やマーカス・フィスター，神沢利子などの絵本を準備しておき

　　たい。

４　主たる単元目標

　・　場面の様子を想像しながら読み進め，友達との読みの交流を通して，感じ方や考え

　　方の違いに気付き，自分の読みを見つめなおそうとしている。[国語への関心・意欲・

　　態度]

　・　好きな絵本を探して読み，友達と紹介し合うことができるようにする。[話す，聞く

　　能力]

　・　場面の様子を想像しながら読み，お話の楽しさを味わう。[読む能力]

　・　片仮名で書く語を正確に使うことができる。[言語事項]

　【普遍的視点】

　　　自他の理解と尊重

　　　・　自分と友だちの違いに気づくとともに，お互いの良さを認め合うことができる。
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５　単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 読む能力 言語についての知識・理解・技能

　興味を持って音読に

取り組み，家の人への紹

介の文章を書くととも

に，積極的に好きな絵本

を探して読もうとする。

　読んだ絵本のおもし

ろさについて，友達に

わかりやすく話すとと

もに，友達が伝えたい

内容を聞いている。

　音読カードの効果的

な活用，動作化などを通

して，想像を広げながら

読んでいる。

　平仮名及び片仮名を正

しく書くとともに，文章

の中で，片仮名で書く語

を正しく使っている。

６　指導と評価の計画（全１１時間扱い）

評　　　　価
次 学習内容（時数）

関 話 書 読 言 評価規準 評価方法

一次
　全文を読み，物語のあらすじをつかみ，学習のめ

あてをもつ。　　　　　　　　　　　　（１時間）
◎ ○ ○

　物語の楽

しさを家族

に伝えるた

めに，意欲的

に学習しよ

うとする。

観察

ノート

二次
（本時

6/11時）

　ペープサートを用い，場面や動きを考えながら本

文を読む。　　　　　　　　　　　　　（７時間）

・　第１場面を読み,話し合う。①

　　［兄弟たちと楽しく暮らしている場面］

・　第２場面を読み,話し合う。①

　　［まぐろから逃げ出す場面］

・　第３場面を読み,表現のおもしろさを味わう。①

　　［海の底の場面］

・　第４場面を読み,スイミーたちの気持ちを想像

　する。②

　　［赤い魚たちとの出会いの場面］

・　第５場面を読み，スイミーたちの気持ちを想像

　する。①（本時）

　　［自由な海へ泳ぎ出す場面］

○ ◎

　表現のお

もしろさに

気づくとと

もに，スイミ

ーの気持ち

を想像する。

　お互いの

気づきや感

じたことを

交流し，それ

ぞれの良さ

に気づく。

発言

ノート

ﾜｰｸｼｰﾄ

三次 　他の絵本等を読み，友達に紹介する。（３時間） ◎ ◎

　自分の思

いをわかり

やすく伝え

ようとする。

　友達の発

表のよさを

考える。

観察

ノート

７　本時のねらい

　・　みんなで魚を追い出したときのスイミーや魚たちの気持ちを想像することができる。

　・　「ぼくが，目になろう。」と言ったスイミーの気持ちを想像することができる。

　・　友達の意見に対して，受容的に受け止め，発言することができる。【コミュニケーション能力】

　・　お互いの考えや意見の良さに気づき，相互に評価することができる。【自他の理解

　　と尊重】



８　本時の展開

段階 主な発問 主な学習活動 指導者の支援・留意点 評価規準 評価方法

導入 　最後の第５場面

を読んで，魚を追

い出した時のスイ

ミーや魚たちの気

持ちを考えましょ

う。

　第５場面を音読

し，感想を発表する。

　前時に学習した部

分からのつながりを

考えさせながら，音読

させる。

展開 　ス イ ミー た ち

は，大きな魚のよ

うに泳げるように

なるためにどんな

ことをしたでしょ

う。

　どうしてスイミ

ーは「ぼくが，目

になろう。」と言

ったのでしょう。

　泳げるようになる

までのスイミーたち

の様子を考える。

　「ぼくが，目にな

ろう。」と言ったス

イミーの気持ちを想

像する。

　前時からつながる

ように，小さな魚の兄

弟たちが上手に泳げ

るように練習したこ

とを読み取らせる。

　「ぼくが，目になろ

う。」の後に続く言葉

を自由に想像させ，ワ

ークシートに記入さ

せることで，スイミー

の気持ちを膨らませ

る。

　お互いの考えを交

流し合う中で，それぞ

れの良さに気づかせ

る。

　スイミーたち

の様子を正しく

読み取っている。

　スイミーが，自

分の特徴を生か

して，持ち場を考

えている事に気

づいている。

　お互いの意見

の良さに気づい

ている。

観察

発表

ﾜｰｸｼｰﾄ

ノート

発表

終末 　大きな魚を追い

出したスイミーた

ちの気持ちを考え

ましょう。

　スイミーたちの気

持ちを想像する。

　スイミーたちにな

ったつもりで，最後の

出来事についての気

持ちを話させる。

　


